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（作／f.17.5×12.2cm)

;l{; 1i< 2 年 (1 849 ）から 明治18年（ 1885 ）にわたって刊行され、長和i千子巻の ij• でも lt止大とされる「「l縫

説」（70制14011日）の書袋、江戸中期l以後、干！J本には、；1：名などを印刷｜！ した紙の鋭いを添えることがおこ

なわれた。合巻の場合は、このように小LI部分が空いて筒状の形態がほとんどであった。

合巻は 、 娯楽性の1!llい伸 し絵入 り 長~~Hi小説で、 基本は、一世IJ· 5丁で数lllJ-ー制を単位として刊行され、

必末期には、完結までに数十編百i!U・を越えるものも統!I＇， した。とくに 、内谷とともに、伸し絵、装丁を

はじめj査本全体の立匠が重視され、各編の刊行に｜努し書袋もー制ごとに魁1l1jがこらされた。fl｝：袋には作

編数ill｝ を令~J1 した際の表紙として使用されて残っているものもある 。

尾崎久弥氏の収集した；5袋は、合巻だけでも数百枚をこえ、この他泌総本、i'i'J'桝本、人↑i'f本などのも

のも含まれている。江戸文芸の美意識を如実に伝える尼崎久弥コ レクションのJfti目叫世IIたる収集，＇，－，＇，である。
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一 展示室一

尾崎久弥コレクション展

1993. 4/3～5/2、5/8～6/6、

7 /17～8/15、8/19～9/12

j［世文’7：の先駆的研究者であり、 i'f・一世絵、 iJ；戸文字：：irのコレクターとしても長IIられた他Jli(,f久休氏のコ

レクションが、経1-1:文wに術ll円されてはや20年となりました。 ）副長維の1~11文庫以米の 1 j 1 JEI、H本の Ill.!JI~ 

を 1i:l.t ~ 1 ：：ーの 1 j 1心としてきた注左文庫にと っ て、 江戸の庶民文芸の主＠である尾崎コレクションが）Jllわっ

たことは、戦後の注左文!iii.の新しい民IJf.Jを象徴するものです。この布から夏にかけてのl.lf:n；では、 11!,lli/.f

氏｜’！身の人制を語る資料等もふくめ、尼崎久弥コレクションを制介します。

明治23年 (1890）、；？＇， r11 L-tlに生まれた氏は、 llR和46年811:1誌でなくなるまで、 r.r行出のJ也を自ff:れることな

く、 研究、 J’~：i£ ff；動をおこないました。 －，＇i年 ll~f代の尼崎氏は、楓7］くの名で；；政人 として長II られ、 Ml~fi: 、 小

説などにも手をそめています。 やがて、教帆をとる傍ら汗世絵、江戸文学研究に進み、 11~1 人雑誌 「 j工戸

文学研究」等を勢力的に FIJ行、作jJ＇］；在 ）.illの激励を受けるなど、大正からH百干II初年ころには、；｝＇， 111Lotlの）壬

Jll(.f久効、の存イ（は世lこ11r1こえることとなりました。ただし、 j判止絵やiJ；戸文学の研究が担任んとなったのは、

lj刻表、 ll{Hll20年以降のことです。当H午、とくに江戸後期！の文’下、絵1ilij、諸芸能は、学問研究の対象とは

みられず災端扱いでもあ ったのです。これに対し、収イ1・で1立、とくに近年の江戸文学研究の脱出ととも

に、注；＿，.：文hiIには、全｜玉｜か ら！己Jli/,f久%、コレ クションのJ!l.l'tlずiーがぶlji Lます。その際には、地Jli/,f氏の11＇：化作だ

けでなく、氏がi1':l,t:,1：：に付したメモが，1：：物とともに豆嬰な研究資料とな っています。

また、）.｛Jllな氏は、浮世絵、 illi文’γ：以外に郷土史にl射する資料の収集、.｛；＇i&.i市助も~＼jj(J(Jにおこな っ

ています。 戦後、法在文Jill が・j';.務 J.,J とな っ た；｝＇，（＇I））五；iu：：では、 ll{j利 16年からの~~Id~委以のひとりで、 1[

~~11iの文ザ. k~1Jや 、 Ht＼俗芸能k~ni には、）｛ ill々氏の発~l:1i した r.1111tlにかかわる者作が数多く収められてい ます。

・"{:11::_11.'fiにか らの生日放縦誌の！日l入計山牧水のlリlifl42年 （1909）におけるl毛111奇評は、「おちつくことを主｜！ら

ずに 、一生をすごしてゆく人の憾な公がします。せかせか、せかせかと 1itiこごみにな って、ちょうど務

としものでもしたひとの様（こり とあります。まさしく 言いえて妙、が夫、生Ji甘の尼崎氏の制比はlji.行本

とな ったものだけでも、 （jをこえています。 ( ll?l和50.fF-

FIJ地111(.f 千代'J!H~1J 「久弥の樹立Ji」 に却しし、制抗日鈷が収，｜在

さjしている。）

また 、こ うした ｝~I崎久~｛J；像は、そのコレクションから

もや，lわれ、コレクターとしてのものの収集においても共

辿していたようです。l白11(.f氏のコレクションは、；？＇， 111・Lt 

dit~／.物航に移竹・された ii- ·世絵もふくめ、，1::)./Y· を 1j1心lこ公

J)~J されているものだけでも、 1 )j 6千点をこえています。

寄！WIに｜探しては、この他地111与氏の 片作のIJ;lf1.':i、子紙、新

11r1 . 雑誌のきりぬきから、 :J•,n反の｜付千五比本、 II央111可や嵐広

会のポスターなども含まれ、その収集純Jn！の広さに n~か

されます。さらに、 ｜’l分 ｜’l身にかかわる資本｜もふ くめ、

すべての資料に尼崎氏な りの終J:ll＼の下が人っています。

まさしくコレクションの一つ一つが、ものをあつめ、伐

すことに対する執ポといもいえる地111奇氏のひたむきな↑i'i"

熱を我々に伝えているのです。

n，白

尼崎久弥氏



尾 JIJ奇久 弥 Ill各年譜

参J'; l己的久~｛）； 汗 r~l t

明治23.6.28 名古ltlT!J白川II「Iに生まれる。 キ113ii三10)lからは、「江戸文ザ：(i}f究」と

(1890) 少年時代より、ペンネームとして楓水 改組して、｜司7年 1J-lまで刊行。

を似J'FJする。 12. 1 ペンネーム楓水をやめ、本名久弥て’fA

41. 3. 愛知県立第一 ＇i＂学校卒業。 ~1＼を llfJ~fi。

熱日ljcli1j1 7 人と、知 ；；政利l~~t「八少女Jfflj 14. 6. 8 「j工戸，，次派紛糾」（名｜場立）千I］。

刊。｜司44年まで合，＇（ ＜。 ll(J,手JI3. 9 .15 「江戸軟文学A号以」 （1!1I!!N；房）-HJ。

4. 凶学院大t当！：（. ＂；j ~手。iii範古II入字。 (1928) 

43. 4. ョ；山牧水苦手と短歌ill~誌「fill作」の同人 4.～ 17. II l友折口伝夫の般的により凶：学院大学

44. 3. 凶学院大字：l(-:;t。 講r.i!iとして東京へ通う 。

12. 志願兵として入隊。 10. 3.30 「江戸小説研究」（弘道｜弘I)f1J。

大正元.11. I＼欲隊。 10.一 私立東－!'ilffij業学校教諭

(1912) 16-20. 名古屋？投書制集委以（＇ i攻4£1・により ij：絶）

2. 4. 愛知県立~＂＇＼ j!~ 小学校教諭として！~~＇.紙に 21～ 23. 京子II尚業（，＇：j等t学校校長をlji}Jめる。

赴任。以後愛知県立第一1・1－，学校、名前 22～ 名r'"i匡史跡、t,J協調査保存委μ会 （のち

1£市立断：来年：校にて教慨をとる。 名古屋市文化nHJ，司王r委以会）委只。

8. 処女；歌集「4：九をfi'i'i＜」（私家版）刊行。 25. 5. 3 「江戸文学および郷土史に対する氏r!R」
3.～ J手世絵等の収集を始める。 により第 3ID:J rji日文化'ft受＇i't。
7. 浮世絵、江戸文学研究に進む。 26・27. 愛知県および同県教育委l~会より文化
8. 小説 「古H市〈」「斑」「11i1のお｛亨l]Jf,!1i miの－n，紋者として表杉

出新IHJにi虫，｜在。 28. 4～ r. ·~•1£耐14大~1：教授

r. 111hl新IHJ.新’愛知！新IHJのーi'i年記者等 34～ 38. 名古屋叢 ：p ~：制集委l~

とともに、総作文芸誌 「Jli'iifi}J」を－HJ行。 39～ 45. 名古屋1接持統制制集委l~

9. 3. 以後、研究の伎、；1：：役を勤めた有川千代 40. :ill !'iiザ：闘知!YI大学教授

出j’と紡始、プ、列七－！；＿ーを f,t~ける 。 41 勲Ji.等 (J品i::u：立）をうける。

11.10. 11~1 人ω｜究誌 「江戸軟派研究」創刊。 11(1 47. 6. 2 逝ユ、 （81.-i")
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きつひむだ枕悲の目覚 t：； 力 ~m侯！伝

究政 8 年 (1796）若者 1~1 t1! 

(19.4×14cm) 1 Hit 

,r:i 力 ~~n候！伝 (1755～ 183 1 ・ 般信、新三、与右衛門 ） 作の｝r'l表
紙 （風束I]、消ー相、瓶入化などの手法をもちいた絵入り本）。 絞1段
階は、尾張務士で、名古屋城下を中心にこの地方のj瓜俗を l当:tit
の絵と文章て寸前いた者：作を数多く残した。

本作は、 ~m侯崎自作の 「束wrnn宣図略」 （熱聞から品川まで

の東海道名所図会というもの）の完成を祝って、東海道の諸名物

とくに三遠駿地方の名物たちが作者のところに礼に来るという

趣向。山東京伝の作風をまねて作られたといい、鋭、勉、と ろ

ろ汁、阿部川餅、有松絞りなどが様々な趣1l1Jで登場する。江戸

時代、地方作家の地方を題材とした著作は、せいぜい貸本とし

て普及する程度、現在まで伝えられているものは、希少な存在

である。尾崎久弥氏が、「郷土本」と呼んだこうした作I号1の発~l:1i 、
研究は、氏の業献を代表するもののひとつである。

本書の裏表紙の見返しには、「右 大正末、大津町海野より五十銭也。一中略－ ~m侯崎の画作とし
て珍、 珍。 久弥記」とあるが、購入の経緯を 「名古屋叢書 文学編（ 1 ）」収錨の際のjfj!(，題に次の
ように記している。「（海野）敬義堂入口の庭の土HjJの :litたかい反古~Jiの中から、表紙のない殆んどパラ
に近い此の十薬を拾い出した。値をll[Jけば、勿体なや金五十銭也。喜び獲て、黄表紙の表紙づくりはお手
の物。本文はコテをかけ、入紙をしてそれに表紙をかけて製本。一後略一。」 さらに表紙の見返しには、
「この本、ツパつけて下をはねるな。必ず上をはねて下され。」 と尾崎氏自筆のメモがある。氏と書物と

の｜共l係を防御させる－illfである。
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l 
近世｜圭談翁夜星 柳本極彦作葛飾北斎回文化5年干lj 5巻 5iiサ（22.5×15.8cm)

'lti:l屋南北の芝居「四谷怪談」と同じ紫材に恕を得た読本（式苧三馬の「八犬伝」を代表として、封建

道徳を軌に、複雑なストーリーが壮大に展開する小説）。

文化年間（1804～18）をピークとする読本の人気を支えたとさえいわれる北斎によるこの作品の妖怪

画の柿写は、圧巻。本苦手はまた初版本て＼丹表紙に鳥居的経J恥の絵入り組後、柿し絵は、重ね刷りによ

っている。尾崎久弥コレクションの名品といえる逸品である。
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一 閲覧室－

蓬左文庫資料翻刻影印一覧 （2)

今回と次回は尾崎久弥コレク ションの Eわから制哀lj 、；；l~印されているものをとりあげます。

（資本l・t，のii.十音）ilfi)

資料名 （資料番号） 収11主主名Oi'Pl＜番号） 資料名 （資本｜番号） 収』｜武書名 (Uj;J<番号）

~色競恋花染 ".fyi〔双紙i主 大江山 ii1~M主子談 草双紙選

（尾16-206) （尾G4-78) （尾16-15) （尾G4-78)

ffj幸ii:JtM,[inll: .！，＇〔双紙選 女鬼産 i凶／会本大成 8
（尾16-17) （尾G4-78) （尾12-42) (Y9135-10) 

し、ヵ、のは｝り 江戸小H山本 肢の千言 刑務本大成 25
（尾15-20) （見G7-13) （尾12-246) ( Y9135-10) 

芯：気答初，L、 ii自然本大成 29 於杉於ニIi.二身の仇討 i；〔双紙i笠

（尾12-283) ( Y9135-10) （尾16-5) （尾G4-78)

名古屋抜書 14 養｛英被l百n I凶j会.-<j，：大成 16

11.tl多好街 (Y081-22) （尾12-142) (Y9135-10) 

（尾12-171) i凶抜本大成 18 mi美多目j身 ii目的本大成 15
(Y9135-10) (II{!,12-131) (Y9135-10) 

Bl令市川￥fi""俄問答 iilli泌本大成 28 女r.多右1制＂l 1,'i:双紙jl§

（尾12-275) (Y9135-10) (II{!,12-114) (J~G4-78 ) 

っヵ、jしたも I凶i会,-j，：大11.X:23 r.1111豆：＆告 14
（尾12-229) (Y9135-10) 女：楽巻 (Y081-22) 

?'1 r1 1左足；＆ i1~＝ 14 （足12305) iilli i会本大成 18

j宇 i笠遊戯iu.r~ (Y081-22) (Y9135-10) 

（足12-230) I州j会イζ大Ji比23 絵入笠寺観音御紘起 r. 1J 1 1tl接 ；I ~： 14 

(Y9135-10) （足60-35) (Y081-22) 

(f以名T+=lI守！日保持 .！.，＇（双紙 i砦 似ヂ＼！P＼（；立沢 f& ~ ＇ ：＝江戸文庫 25
（足12-119) （尾G4-78) (1=€.9- 14 ) (Y9135-20) 

売言葉 江戸小1111：本 金主！日存タ栄 ii＇~ i会本大成 29
（尾15-13) (l~G7- 13 ) （尾12-286) ( Y9135-10) 

先柴御産品f' 江戸小1111；本 金枕遊女キllfi炎 iily f会本大成 7
(J.司会15-21) （尾G713) （尾12-314) (Y9135-10) 

笑顔はじめ 江戸小1111；本 11¥I子紋娘道成昨 .！.，＇，：双H~il!l

（尾15-22) （尾G7-13) （比16-186) （！毛G4-78)

駅谷川穿 ijllりがイi大j求 23 耐＇J~ 凶I ~正 J兆'i;fflr＇北 ;,14 i会本大成 22
（尾12-224、225) (Y9135-10) （足12-213) (Y9135-10) 

駅前新話夜色のかたまり i凶必.-<j，：大成 28 l:trJ並子 日本小11/I:集成 q1
（尾12-280) (Y9135-10) （尾15-12) （尾G7-10)

新作協1111:IJ,j子売 〔あふぎ完〕 江戸小11/I;本 奇談｛反uu;r: i凶jが4元大！北 22 
（尾15-24) （尾G7-13) （足12-141) (Y9135-10) 

大政＃fril品川、Lイ！l-1邑 ii'4 （存本大成 19 きつひむだ枕必の自党 名古屋拡；！｝＝・ 14

（尾12-163) (Y9135-10) （足10-19) (Y081-22) 

税Piii.r!Fh棚 名古屋：＆詑 14 気のくすり 江戸小11/l；本

UtJ5-57) (Y081-22) （尾15-19) （尾G7-13)

- 6 一



資料名 （資料番号） 収』｜成主i名 （請求番号） 資本I・ t, （資料番号） ~.Y(_, j武書名 （ ~＇~i求番号）

教訓キ！日実l収1,'i: i阿部本大成 22 名古屋抜書 14
（尾13-78) (Y9135-10) 指南ill (Y081-22) 

（俗談）仁｜拍子 江戸小川本 （尾12-217) ii国務本大成 22
（尾15-11) （尾G7-13) (Y9135-10) 

口学i't舵 iillj／点本大成 10 r. 111· w.比物凹 ~~1Jの縦 J.E 上 ・下 名古屋殺害 14
（尾12-60) (Y9135-10) （尾13-50～54) (Y081-22) 

~ ll!！人~t淡出統f-1\＇金 iil!ii五本大成 12 十二時 iil!ii高本大成 29
（尾12-76) (Y9135-10) （尾12-285) (Y9135-10) 

l邦遊唐人組言 i凶干潟本大成 9 9／＇，る；：笈学：問 ii国務本大成 21
（尾12-291) (Y9135-10) （尾12-201) (Y9135-10) 

｛ばl城買がJ子 ）J.I. 酒税本大成 23 9／＇，答l!Yイ八手 泊if;本大成 23
（尾12-218) (Y9135-10) （尾12-304) (Y9135-10) 

ftj［城民花角ブJ ii~lj f会本大成 23 (/Ji売往来 ii町会本大成 23
（尾27-10) (Y9135-10) （尾12-227) (Y9135-10) 

けいせいふたっさかっさ 名古屋叢書 14 志総川夜向。 i凶孫~大成 23
（尾12-226) (Y081-22) （尾12-110) (Y9135-10) 

｛ばi城峰手伝 I凶j高イミ大成 12 i挙国毛及 iil!i1存本大成 17
（尾12-77) (Y9135-10) （尾12-143) (Y9135-10) 

定本！夫干i1iの記 名古屋m告 14 新宿Iii＇日会仰のれ，， ｝咲 I凶if;4玉大成 28
（尾6-88) (Y081-22) （尾12272) (Y9135-10) 

~~二 1111 神戸前j r, t1hl推古 16 (','ff皇制l，刷 新造図＊ 泊旅本大成 28
（足19-228) (Y081-22) （尾12-112) (Y9135-10) 

j+j今三通伝 i凶締本大成 11 』工女'.0＇：組 ii国税本大成 10
（足12-72) ( ,1 ； ~1~文Jo!O ( Y9135-10) （足12-63) (Y9135-10) 

十i'H削除栗毛 十返合一九~ 6 背後初タ草紙 j凶締本大成 28
（足13-96) (Y9135-18) （尾12-273) (Y9135-10) 

（ 
後和1J11' ~Jf~Jr llrt iilljy'；会本大成 25 背後夜話 i凶端本大成 28

（足12-240) (Y9135-10) （尾12-281) (Y9135-10) 

財宝山村l戸導阿法談 ii＇日／会本大成 26 蔚rr.ti,JI; i11i行 i~lj y°；会本大成 28
（尾12-309) (Y9135-10) （尾12-277) (Y9135-10) 

相II巷F.ft言 制約本大成 12 11!1 fl｝孔 ii同if;本大成 14
（足12-75) (Y9135-10) （尾6-81) (Y9135-10) 

三狂人 i凶予五本大成 28 退問H阿孫 i凶焔本大成 24
（足12-274) (Y9135-10) （足12-234) (Y9135-10) 

残J主訓 猶予為本大成 13 宝~li·i通人之忠言 iil!ii会本大成 11
（尾12-88) (Y9135-10) （尾12-61) (Y9135-10) 

山~えの花 i凶締本大成 25 玉菊全伝花街鑑 i附／点本大成 27
（尾12-247) (Y9135-10) （尾12-260) (Y9135-10) 

地口先’l天主 江戸小II山本 力競利t敵討 草双紙選

（尾15-6) （尾G7-13) （尾16-24) （尾G4-78)
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整理休館のお知らせ

蓬左文庫では、蔵書点検のため下記のように休館させていただ

きます。

利用者の皆様には、御迷惑をおかけすることになりますが、当

文庫蔵書の末長い保存と活用のため、皆様の御理解御協力を賜り

ますようお願い申し上げます。

記

期間平成5年 6月15日（火）～27日（日）

I> I> b 利用ご案内 <J<J <J 

I>開 館時間 午前9時30分一午後5II寺 名古屋市蓬左文庫

I>休 館 日 毎月 1111；日 ・第 3金llM日（館内桜草ll日）

{ 1:18/i:にif！なる場合は日Rl1:Jlf-l館、JI・火休fi'ii¥
祝日 l ｜ 

¥J'lB/i: II 月・火｛本店l J 

特別監理J~I間 （ 2）担IHI)

年末年始 (12月28日一 1月4日）

I>閲 覧 館内に限I）、館外nし出しはし、たしません。

じ〉展 示 随時蔵官ーの一帝IIを展示

（特別展を｜徐き入場無料）

I>復写サービス 保存上）；（；斡のないものについて抜写

サービス（マイクロフィルム利用他）

干461名古屋市東区徳川町1001番地

fi ( 052) 935-2173 

r.鉄ノ〈ス「本j也ケl点／j「而J行
（怖，1；民
〈栄から＞ Tl!パス~コr ,;1 ill」「 Fld.1ヶJi:J

「術的＇i1F-WJ行

「新II＼米J下車、徒歩4分

…す。ご柿の上こ相談下 三ヨ
仁

亡王l'lllJ川r-州 川
王ぅt れ山h¥駅

さい。 一一一一一一「 IH争ハえ れ且パス
't庁出来J

「蓬左」第49号 女平成5年 4J=J 3日発行食編集・発行 ：名古屋市蓬左文庫（東区徳川町1001番地）

食無料 食不定JYI刊行 会印刷l：大同印刷株式会社 （東区泉 2-3 -18) 
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